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成
果
を
高
め
る
努
力
を

　
『
地
籍
調
査
事
業
』
に
関
し
、
平

成
29
年
度
ま
で
の
事
業
進
捗
率
は

9.9
％
で
、
事
業
完
了
ま
で
に
約
50

年
か
か
る
予
定
。
地
主
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
今
後
ま
す
ま
す
現
地

立
会
調
査
な
ど
が
難
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
計
画
通
り
に

事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
成
果

を
高
め
る
努
力
を
続
け
て
い
く
よ

う
に
。

的
確
に
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

　
『
公
営
住
宅
整
備
事
業
』
に
関

し
、人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
が
、

計
画
通
り
公
営
住
宅
の
建
て
替
え

は
必
要
か
。
ま
た
、
政
策
的
空
き

家
（
解
体
を
予
定
し
、
入
居
募
集

を
停
止
し
て
い
る
住
宅
）
の
中
に

は
、
草
が
生
い
茂
り
、
危
険
家
屋

的
要
素
が
あ
る
住
宅
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
空
き
家
は
早
急
に
解
体
す
る

の
か
。

　
　

建
て
替
え
は
、
現
在
解
体
を

予
定
し
て
い
る
住
宅
の
入
居
者
の

転
居
先
や
新
し
い
住
宅
に
住
み
た

い
と
い
う
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
も
必
要
。
今
後
も
平
戸

市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、適
切
に
整
備
し
て
い
く
。

政
策
的
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
目

途
を
立
て
て
ま
と
め
て
解
体
す
る

予
定
。

平
準
化
へ
の
適
切
な
取
り
組
み
を

　
『
自
然
公
園
管
理
運
営
事
業
』
に

関
し
、
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る

土
地
借
上
料
の
平
準
化
が
い
ま
だ

実
行
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

関
係
者
と
接
触
す
る
な
ど
具

体
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
く
。

訓
練
出
動
率
の
向
上
を

　
『
消
防
団
活
動
事
業
』
に
関
し
、

各
地
区
の
訓
練
出
動
率
が
、
高
い

と
こ
ろ
で
は
86
・
56
％
、
低
い
と

こ
ろ
で
は
42
・
86
％
と
差
が
出
て

い
る
。
改
善
策
を
提
起
し
て
い
く

よ
う
に
。

　
　

早
朝
に
訓
練
を
し
た
と
こ
ろ

で
は
出
動
率
が
上
が
っ
た
と
い
う

実
績
も
あ
っ
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
報
告
を
分
団
長
会
議
で
示

し
、
全
地
区
の
出
動
率
が
向
上
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

成
果
の
向
上
と
費
用
軽
減
を

　
『
平
戸
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
整

備
事
業
』
に
関
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
一
台
当
た
り
の
単
価
が

高
い
。
県
下
の
他
市
町
の
学
校
と

十
分
な
比
較
検
討
が
な
さ
れ
た
の

か
。

　
　

子
ど
も
達
と
と
も
に
双
方
向

の
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効

果
的
な
授
業
に
改
善
し
た
い
と
い

う
の
が
第
一
に
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
検

討
委
員
会
等
で
検
証
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
今
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
の
購
入
と
な
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
か
か
る
総

経
費
の
見
込
み
は
。

　
　

平
成
35
年
度
ま
で
の
実
施
計

画
上
の
費
用
と
し
て
教
師
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
、児
童
・
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
授
業
支
援
ソ
フ
ト
等
の
購
入
費

用
と
し
て
約
１
億
９
千
万
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。
そ
の
他
保
守

料
や
Ｌ
Ａ
Ｎ
工
事
費
が
必
要
と
な

る
。

　

機
器
等
の
整
備
に
は
多
額
の
経

費
を
要
し
、
将
来
の
更
新
費
用
等

の
負
担
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
来

年
度
以
降
機
器
を
購
入
す
る
際
は
、

機
種
選
定
な
ど
を
含
め
、
経
費
軽

減
に
努
め
る
よ
う
に
。　

　
　

構
成
や
保
守
契
約
の
在
り
方

の
見
直
し
の
検
討
に
よ
り
、
経
費

削
減
に
つ
な
げ
た
い
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
を

　
「
平
成
29
年
度
平
戸
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て
」
に
関
し
、
被
保
険
者
数

６
，８
２
３
人
に
対
し
１
人
当
た
り

91
万
８
，１
７
６
円
の
医
療
費
が

か
か
っ
て
い
る
。
医
療
を
受
け
て

い
る
後
期
高
齢
者
の
情
報
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
、
他
事
業
な
ど
と
も

連
携
し
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

　
「
平
成
29
年
度
平
戸
市
介
護
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」

に
関
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
平
成
37
年
に
介
護
施
設
が
不

足
し
な
い
の
か
。

　
　

高
齢
者
は
今
後
減
少
し
て
い

く
見
込
み
で
あ
り
、
ま
た
、
住
民

主
体
の
通
い
の
場
の
拡
充
な
ど
、

介
護
予
防
の
推
進
に
よ
り
、
今
の

施
設
数
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

な
人
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
併

せ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
介
護
職
の

人
材
確
保
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

適
切
な
施
設
の
維
持
管
理
を

　
「
平
成
29
年
度
平
戸
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
」
に
関
し
、
今
後
ど
の

よ
う
な
改
修
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

　
　

平
成
29
年
度
に
機
能
診
断
調

査
を
行
い
、
現
在
、
最
適
整
備
構

想
を
策
定
中
で
、
今
後
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
計
画
中
。

　

今
後
、
加
入
世
帯
数
は
ど
う
推

移
し
て
い
く
見
込
み
か
。

　
　

現
在
、
対
象
地
域
の
77
戸
中

47
戸
が
加
入
し
て
い
る
が
、
今
後

は
加
入
世
帯
の
減
少
が
想
定
さ
れ

る
。
最
適
整
備
構
想
の
策
定
と
合

わ
せ
、
農
業
集
落
排
水
事
業
を
今

の
ま
ま
維
持
す
る
か
、
合
併
浄
化

槽
に
変
更
す
る
か
、
効
果
を
比
較

で
き
る
よ
う
に
し
て
検
討
し
て
い
く
。

今
後
も
医
師
確
保
に
努
力
を

　
「
平
成
29
年
度
平
戸
市
病
院
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
に
関

し
、
本
市
の
両
市
立
病
院
は
深
刻

な
医
師
不
足
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
経
営
状
況
を
考
慮
し
て
今
後

も
医
師
確
保
に
努
め
る
よ
う
に
。

　

ま
と
め
に
、
本
格
的
に
動
き
出

し
た
平
戸
市
未
来
創
造
羅
針
盤（
第

２
次
平
戸
市
総
合
計
画
）
を
確
実

に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
自
主
財

源
の
確
保
、
起
債
の
抑
制
、
経
常

経
費
の
節
減
な
ど
常
に
行
財
政
改

革
の
意
識
が
必
要
。
そ
の
上
で
、

『
夢
あ
ふ
れ
る　
未
来
の
ま
ち　
平

戸
』
実
現
の
た
め
に
指
摘
事
項
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
次
年
度
以
降

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
」
応
援
基
金

に
頼
っ
た
予
算
編
成
の
見
直
し
を

　
「『
や
ら
ん
ば
！
平
戸
』
応
援
寄

附
金
」
に
関
し
、
寄
附
金
が
前
年

度
と
比
較
し
て
約
５
億
８
千
万
円

減
少
し
て
い
る
。「
や
ら
ん
ば
！

平
戸
」
応
援
基
金
に
頼
っ
た
予
算

編
成
を
見
直
し
、
各
事
業
の
在
り

方
を
再
考
す
る
よ
う
に
。

　
　

市
政
浮
揚
の
た
め
に
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
編
成
に
努
め
た
い
。

避
難
指
示
の
在
り
方
の
検
討
を

　
『
災
害
対
策
事
務
経
費
』
に
関
し
、

警
報
が
出
て
い
な
い
段
階
で
の
避

難
指
示
の
在
り
方
を
整
理
す
べ
き
。

　
　

避
難
指
示
を
出
す
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
に
つ
い
て
、
適
宜
修
正
を

加
え
な
が
ら
状
況
に
応
じ
た
判
断

や
体
制
等
を
整
え
る
よ
う
に
し
た

い
。

進
捗
管
理
の
在
り
方
の
検
討
を

　
『
行
政
改
革
事
務
経
費
』
に
関

し
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

が
策
定
さ
れ
た
も
の
の
、
進
捗
管

理
の
状
況
が
見
え
な
い
。
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
部
署
の
在
り
方
を
真

剣
に
検
討
す
る
よ
う
に
。

　
　

よ
り
具
体
的
に
市
有
財
産
の

総
合
的
・
一
元
的
管
理
を
図
り
、

効
果
的
で
戦
略
的
な
利
活
用
等
を

推
進
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
い
。

路
線
バ
ス
の
運
行
状
況
の
検
討
を

　
『
路
線
バ
ス
維
持
対
策
事
業
』
に

関
し
、
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る

運
行
や
路
線
の
改
編
、
ま
た
、
中

南
部
地
区
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
も
運

行
方
法
の
在
り
方
を
検
討
す
る
よ

う
に
。

　
　

現
在
、
路
線
改
編
も
含
め
、

市
内
全
域
の
交
通
体
系
の
見
直
し

を
図
り
、
愛
の
り
交
通
活
性
化
委

員
会
か
ら
意
見
を
も
ら
っ
て
い

る
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
予
約
制

の
運
行
方
式
な
ど
を
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

連
携
強
化
と
空
き
家
の
活
用
を

　
『
ワ
ン
コ
イ
ン
ま
ご
こ
ろ
サ
ー

ビ
ス
事
業
』
に
関
し
、
仕
事
を
頼

み
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議

会
と
も
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
数
を
増
や
す
た
め
に
、
各

地
に
あ
る
空
き
家
を
活
動
拠
点
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
る

よ
う
に
。

個
々
人
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
を

　
『
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
』

に
関
し
、
就
労
支
援
希
望
者
の
う

ち
就
労
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る

か
。

　
　

福
祉
的
就
労
を
支
援
す
る
な

ど
個
々
人
に
応
じ
た
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
し
か
し
、
就
労
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
生
活
保

護
や
他
制
度
で
活
用
で
き
る
支
援

が
な
い
か
検
討
し
、支
援
し
て
い
る
。

各
団
体
と
協
力
し
受
診
率
向
上
を

　
『
が
ん
検
診
事
業
』
に
関
し
、

が
ん
は
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
重
要
。
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
ま
ち

づ
く
り
運
営
協
議
会
と
も
連
携
し
、

受
診
率
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
に
。

市
民
の
安
全
を
守
る
取
り
組
み
を

　
『
海
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進

事
業
』
に
関
し
、
何
年
も
ご
み
が

放
置
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
の

で
、
現
地
を
確
認
し
、
対
応
す
る

よ
う
に
。
ま
た
、
外
国
製
の
ポ
リ

缶
や
注
射
針
な
ど
の
危
険
物
が
数

多
く
漂
着
し
て
い
る
現
状
を
訴
え
、

補
助
金
の
継
続
と
補
助
率
の
ア
ッ

プ
を
要
望
し
て
い
く
こ
と
。ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
連
携

し
て
、
効
果
的
な
事
業
推
進
に
努

め
る
よ
う
に
。

安
全
対
策
と
格
差
解
消
を

　
『
イ
ノ
シ
シ
被
害
ま
ち
な
か
対

策
事
業
』
に
関
し
、
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

市
民
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
、
よ

り
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
む
よ

う
に
。

　
　

猟
友
会
と
も
協
力
し
、
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
や
防
御
・
棲
み
分
け

対
策
に
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
。

ま
た
、
先
進
事
例
を
研
究
し
、
よ

り
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
『
土
地
改
良
推
進
事
業
』
に
関

し
、
土
地
改
良
区
に
対
す
る
運
営

費
の
助
成
に
つ
い
て
、
地
域
に
よ
っ

て
差
異
が
あ
り
、
い
ま
だ
統
一
さ

れ
て
い
な
い
。
全
市
的
に
均
衡
が

と
れ
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

よ
う
に
。

　
　

ま
ず
は
、
旧
平
戸
市
内
の
４

つ
の
土
地
改
良
区
に
対
し
、
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
予
定
。
ま
た
、
地
域
間
の
格
差

解
消
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
も
踏
ま
え
、
調
整
し
て
い
き

た
い
。


